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機構としては、 ボツワナのハボロ ネに設置されているSADC 事務局(SADCSecretariat) 、
加盟各国が個々に策定する開発政策 なり開発事業の実施 に係わり、これらを地域的 な観点から調整
するとの機能を有する「部門別 委員会(Commission) 」、 そして、加盟各国内に設置されながら、 そ
れぞれ特定な部門 に係わる開発政策 の策定・開発事業の実施 に当っての地域的調整 に従事する「部
門別調整機関(SectorCoordinatingUnit:SCU) 」がある。
上述部門別委員会としては、ボツワナのハボロ ネに「南部 アフリカ農業研究・訓練協力 センター(SouthernAfricanCentreforCooperationinAgriculturalResearchandTraining;SACCAR)
」、
そして、モザンビークのマプトに「南部 アフリカ運輸・通信委員会(SouthernAfricanTransportandCommunicationsCommission
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としての運輸部門に係わる基本的な開発アプロ ーチとして は、「加 盟各国における製造業
部門の拡大、加盟各国相互間の貿易の増大、更には、域内観光事業の発展のために欠かさざるをえ











2 。 南部 ア フ リカ地 域 道路 網 開 発プ ロジ ェ ク トSADC












道（TARAZA ）、タンザニア・ザンビア・ハイウェ イ（TANZAM ）、そして、マラウイ回廊リンク
によって構成 されている。TANZAM
ハイウェイのタンザニア・セクションは、ザンビアとの国境トンドマよりムベヤを経
由しダルエスサラーム港 までを結ぶ約925 キロの路線である。同セクションは、1970年代始 めに建設


















































































（7） その他のSADC 道路網開発プロジェ クトSADC
加盟各国が個別に策定・実施 する事業でありながら も、これらが他の加盟国にも開発 便益
を稗益せしめるとのプロジェクト・プログラムは、SADC 開発事業案件としてリストアップ されて
いる。
主なSADC 道路網開発プロ ジェクト としては次のものが挙げられる。
＊ ボツワナ；トランス・カラハリ・ハイウェイ
（98.6百万ドル：OECF とアフリカ開発銀行が協調融資）


























































我 が 国 のSADC 交通 イ ンフ ラ事 業案 件 に関 する 支援
































ヨーロッパ連合（EU ）としては、既に、1986年1 月以来、SADC 事務局との合意にも基づいて、SADC
加盟の複数の国々が稗益する開発プログラムを「南部アフリカ地域事業「RegionalProject／Programme
）」と格付けしながら、これらを支援出来るとのシステムを確立している。
南アフリカに対するフロントラインとしての意義の終息は、SADC 加盟諸国に対するドナーの関
心を低めているとの可能性は否定できない。また、近年、南部アフリカにあって、多くの先進国・
国際機関が実施する開発援助が「二国間・バイラテラル・ベース」から「多国間・マルティラテラ
ル・ベース」にと移行しつつあるとの動向を考慮に入れても、日本としても、SADC が南部アフリ
カの地域統合に向けて取り組んでいる諸般の経済・社会インフラの開発・整備事業に対して、積極
的な国際協力事業を展開していくことが期待される。
（了）
＊前国際協力事業団派遣専門家
南部アフリカ開発共同体事務局（地域開発計画アドバイザー）
